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HIV検査体ไのᨵၿとຠ果ⓗな受検່ዡに関する研究 
研究௦⾲者     ௒ᮧ 㢧ྐ（ᮾி㒔❧㥖㎸⑓㝔） 
研究ศ担者     ຍ⸨ ┿࿃（（ᰴ）ࢸ࢕ࢹ࣓・ࢼࣁック） 
アンケート஦ົᒁ  佐野 貴子（神奈川県衛生研究所） 

〒253-0087 ⱴケᓮᕷ下⏫ᒇ 1-3-1 Tel. 0467-83-4400  Fax. 0467-83-4457 

         E-mail  kensahan@m10.alpha-net.ne.jp 
 

   
  令和２年１月６日 

 
HIV検査責任者・担当者のⓙᵝ 

 
              HIV検査に関するアンケートのお㢪い 
 
  ཌ生ປാ┬の研究஦ᴗにつࡁましては、日ごࢁ᱁ูのご協力を㡬ࡁཌくお♩⏦しୖࡆます。 
   さて、ᮏ年ᗘࡶẸ㛫検査ᶵ関におࡅる͆HIV 検査に関するアンケートㄪ査͇を実施さࡏて
㡬ࡁたくᏑじます。おᛁしいとこࢁ኱ኚ⏦しヂございまࢇࡏが、ู ⣬のアンケートにごグ入の

ୖ、令和２年１月２４日（金）までに郵౽または FAXにてご返送をお㢪い⏦しୖࡆます。 
  
お答えいただいた検査数と陽性数は日ᮏの HIVឤᰁの実ែをᢕᥱするୖで኱ኚ貴重なࢹー

ます。また、これらࡆしくお㢪い⏦しୖࢁఱ༞よ࡝࡯となりますので、ご協力のࢱ HIVឤᰁ
の␿Ꮫㄪ査に関連しまして、ఱかཧ⪃になります᝟ሗ等がございましたら᫝㠀お▱らࡏくださ

れࡤᖾいです。 
なお、アンケートの㞟ィ結果はሗ࿌᭩およࡧᏛ఍Ⓨ⾲等に⏝いさࡏて㡬くことがありますこ

とをご஢ᢎください。Ⓨ⾲に⏝いるࢹーࢱは㞟ィ結果のみを౑⏝し、ಶูの施設名がศかるᙧ

でබ⾲することはございまࢇࡏ。 
 
このたࡧWB法の後⥅ရとなる᪂しいᢠ体確認検査試薬が薬஦ᢎ認されたことにより、HIV

ឤᰁ⑕の診᩿࢞࢖ࣛࢻ࢖ンのᨵゞが予定されております。௒後ࡶ HIV検査の㉁のྥୖのため、
ⓙᵝとඹにດめてཧりたいと⪃えております。 
ఱかご୙᫂のⅬがございましたら kensahan@m10.alpha-net.ne.jp までご連絡下さい。 
௒後とࡶご協力の⛬࡝うࡒよࢁしくお㢪い⏦しୖࡆます。 
 
 

                           研究ศ担者 ຍ⸨ ┿࿃ 
 
 
 
 
 

ཌ生ປാ⛉Ꮫ研究㈝⿵ຓ金࢚ࢬ࢖対⟇ᨻ⟇研究஦ᴗ 
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HIV検査に関するアンケート（R1 / 2019年） 
施設名：                                                           

HIV検査責任者：                                                    
     検査担当者：              （部署名）                 
住所：〒                                                                         

     TEL.               FAX.                   E-mail                     
 
１．2018年、2019年（1～12月）のスクリーニング検査数とその結果についてお答えください。 
（HIV陽性者のフォローアップ検査・再検査例を除いた初検査と思われる例について）             

   
 

1次検査（スクリーニン

グ） 
１次検査陽性例の２次検査※ WB法確認検査 

キット名 検査数 
陽性

数 
キット名 検査数 

陽性

数 

WB-1 

検査数 

WB-2 

検査数 

WB-1

のみ 

陽性数 

WB-2

のみ 

陽性数 

WB-1 

WB-2両方 

陽性数 

2018 年

1-12月 

           

           

2019 年

1-12月 

           

           

※ スクリーニング検査試薬で二重検査を行っている場合の結果 
 

２．スクリーニング検査で陽性となった場合のその後の扱いについてお答え下さい（複数回答可）。 
  A) 単一のスクリーニング検査結果をそのまま返す。 

B) 異なる方法のHIVスクリーニング検査（二重検査）を行ない、両方の結果を返す。 
C) 異なる方法のHIVスクリーニング検査（二重検査）を行ない、総合判定結果を返す。 
D) 一連のHIV検査として、同じ検体で、 

（ ①WB法のみ  ②WB法＋遺伝子検査法  ③遺伝子検査法のみ ）を行う。 
E) 依頼先からの再依頼により確認検査 

（ ①WB法のみ  ②WB法＋遺伝子検査法  ③遺伝子検査法のみ ）を行う。 
  F) 医師に確認検査が必要である旨を連絡する。 
  G) 医師に確認検査項目を確認し、希望する確認検査を実施する。 

H) その他（                                  ） 
 
３．現在、WB法の検査を実施していますか。 
  A) いいえ 

B) 検査を委託 （委託先：                   ） 
  C) はい （ ① WB-1とWB-2両方  ② WB-1のみ  ③ その他（        ）） 
 
４．現在、HIV-1 RNA定量検査を実施していますか。                    
  A) いいえ 
  B) 検査を委託 （委託先：                   ） 

C) はい   → ＜方法＞ 試薬名：                         
検査数： およそ           例／年 

 
５．妊婦健診の受診者等を対象とした HIVスクリーニング検査（栃木方式）の導入を行っていますか。 
  A）行っている（    年   月から、  これまでに     検体実施 ） 
  B）検討中  （実施予定がある場合：    年   月から） 
  C）導入の予定なし 

アンケート回収  FAX送信先： 神奈川県衛生研究所 佐野貴子 宛 FAX:０４６７－８３－４４５７  

アンケート締め切り： 令和２年１月２４日（金） （郵送・FAX） 
ご協力ありがとうございました。 
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表１　アンケート送付数および回収数

表２　HIV検査項目別実施施設数（19箇所中）

表３　自施設での検査実施項目別施設数（19箇所中）

表４　HIV検査別検査数および陽性数

表５　スクリーニング検査（1次検査）の使用試薬について（18箇所中）

表６　スクリーニング検査で陽性となった場合のその後の取り扱いについて（複数回答可、19箇所中）

表７　HIVスクリーニング検査（栃木方式）の導入について（19箇所中）

回収数 19箇所（95％）

民間検査センターにおけるHIV検査実施状況に関するアンケート結果（2019年）

未回答 1箇所

施設数

送付数 20箇所

検査項目 実施施設数

スクリーニング検査 　18箇所

WB法検査 　　6箇所

HIV-1 RNA定量検査 　　4箇所

自施設での検査実施項目 施設数

スクリーニング検査、WB法、HIV-1RNA定量検査 　 3箇所

スクリーニング検査、WB法 　 2箇所

WB法、HIV-1 RNA定量検査 　 1箇所

スクリーニング検査のみ（確認検査項目は委託を含む） 　13箇所

WB-1/WB-2
両方陽性数 58WB-2型検査（5箇所）      3,177件 　　58件

検査種別 検査数 陽性数

スクリーニング検査（18箇所） 1,446,126件 1,866件（陽性率0.13％）

第４世代 　18箇所

WB-1型検査（6箇所） 　　 4,821件 　816件

HIV-1 RNA定量検査（4箇所）    87,400件 －

使用試薬 施設数

第３世代 　　0箇所

結果通知方法 施設数

　A)　単一のスクリーニング検査結果をそのまま返す。 6箇所

　B)   異なる方法のHIVスクリーニング検査（二重検査）を行ない、両方の結果を返す。 0箇所

　C)   異なる方法のHIVスクリーニング検査（二重検査）を行ない、総合判定結果を返す。 6箇所

　D)   一連のHIV検査として、同じ検体で、確認検査を実施する。 4箇所

　E)   依頼先からの再依頼により確認検査を実施する。 5箇所

　F）  医師に確認検査が必要である旨を連絡する（連絡のみ）。 8箇所

　G） 医師に確認検査項目を確認し、希望する確認検査を実施する。 4箇所

1箇所
* 陽性の場合、報告書に「確認検査（WB法、遺伝子検査法）を実施してください」とのコメントを記載

導入状況 施設数

実施中 1箇所

検討中 1箇所

導入の予定なし 16箇所

　H)　その他
*
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